
　

四
法
人
を
公
募
で
事

業
者
に
選
定

福
は
ど
の
よ
う
に
事

業
拡
大
し
て
い
る
の

か
。
徳
島
市
が
整
備
を

進
め
る
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護(

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム)

の
事
例
を
見
て

み
よ
う
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、

簡
単
に
言
え
ば
、
認
知
症

老
人
を
対
象
に
し
た

介
護
と
食
事
付
き
の

共
同
マ
ン
シ
ョ
ン

だ
。
一
棟
九
部
屋
で

二
棟
が
併
設
さ
れ

て
い
る
の
が
一
般
的

だ
。
行
政
か
ら
事
業

者
に
選
定
さ
れ
た
社

福
等
が
運
営
す
る
。

　

入
居
者
が
毎
月
負

担
す
る
の
は
、
家
賃

と
食
費
、
管
理
費
、

介
護
報
酬
の
個
人
負

担
分(

一
割)

。
施
設
を
運

営
す
る
事
業
者
に
は
、
徳
島

市
か
ら
介
護
報
酬(

給
付
費)

が
支
払
わ
れ
る
。
報
酬
金

額
は
入
居
者
一
人
に
つ
き
、

一
ヶ
月
約
二
十
五
万
円
だ
。

　

徳
島
市
は
昨
年
事
業
者

を
公
募
し
、
今
年
四
月
、

医
療
法
人
養
生
園
、
社
会

福
祉
法
人
健
祥
会
、
医
療

法
人
い
ち
え
会
、
社
会
福

祉
法
人
愛
心
会
の
四
法
人

を
選
定
し
た
。

　

な
ぜ
四
法
人
な
の
か
。
徳

島
市
が
「
介
護
保
険
事
業

計
画
」
と
い
う
三
年
間
計

画
で
「
二
十
七
年
度
か
ら

二
十
九
年
度
ま
で
の
三
ヵ

年
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

六
箇
所
整
備
す
る
」
と
い

う
計
画
を
策
定
し
て
い
た

か
ら
だ(

今
回
は
そ
の
う
ち

の
四
箇
所)

。

　

事
業
計
画
は
当
然
市
職
員

が
策
定
す
る
が
、
策
定
に
は

二
十
名
の
民
間
委
員
が
関
与

し
て
い
る
。
学
識

経
験
者
や
福
祉
・

医
療
関
係
者
な
ど

だ
が
、
今
回
選
定

さ
れ
た
社
福
関
係

者
も
委
員
に
な
っ

て
い
た
。
桝
田
和

平
委
員
が
そ
う
だ
。

県
老
人
福
祉
施
設

協
議
会
と
い
う
業

界
団
体
を
代
表
す

る
委
員
だ
が
、
同

氏
は
社
福
健
祥
会

の
幹
部
職
員
だ
。

　

規
制
緩
和
で
株
式
会
社

も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業

に
参
入
で
き
る
が
、
事
業

計
画
作
成
段
階
か
ら
関
与

し
詳
細
な
情
報
を
得
て
い

る
社
福
が
事
業
者
公
募
で

有
利
な
立
場
に
あ
る
の
は

自
明
の
理
だ
。

　

形
骸
化
指
摘
さ
れ

る
施
工
業
者
選
定

　

事
業
者
に
選
定
さ
れ
た

四
法
人
は
今
後
施
設
の
建

設
に
着
手
す
る
が
、
約
一

〜
二
億
円
と
い
わ
れ
る
施

設
整
備
費
の
う
ち
、
建
設

工
事
に
は
三
千
二
百
万
円
、

設
備
に
は
千
百
十
六
万
円

の
補
助
金
が
も
ら
え
る
。

　

公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
る

た
め
、
施
工
業
者
な
ど
取
引

業
者
の
選
定
に
は
公
共
工
事

に
準
じ
た
入
札
方
式
の
導
入

が
求
め
ら
れ
る
が
、
大
半
は

「
出
来
レ
ー
ス
」
の
実
態
だ
。

　
「
公
共
工
事
に
準
ず
る
と

い
い
ま
す
が
、
発
注
者
は

民
間
法
人
で
す
か
ら
、
施

主
の
『
天
の
声
』
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
ん
で
す
。

そ
れ
に
社
福
に
は
大
体
特

定
の
業
者
が
つ
い
て
ま
す

よ
」(

業
界
関
係
者)

。

　

約
四
千
三
百
万
円
の
補
助

金
が
投
入
さ
れ
、
形
骸
化
し

た
「
入
札
」
で
施
工
業
者
が

決
ま
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
に
は
、
介
護
報
酬
、

家
賃
、
食
費
等
の
名
目
で
収

入
が
入
っ
て
く
る
。

　

市
当
局
に
よ
る
と
、
事

業
者
が
も
ら
え
る
介
護
報

酬
は
、
入
居
者
一
人
に
つ

き
一
ヶ
月
約
二
十
五
万
円
、

家
賃
は
月
三
〜
五
万
円
、

食
費
は
約
三
万
円
。
二
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
、
入
居
者

が
十
八
人
だ
か
ら
、
家
賃

を
五
万
円
と
想
定
す
る
と
、

事
業
者
に
は
一
ヶ
月
約

六
百
万
円
の
収
入
が
入
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

支
出
は
ど
う
か
。
求
め

ら
れ
る
最
少
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
管
理
者
兼
計
画
作
成

担
当
者
一
人
、
計
画
作
成

担
当
者
一
人
、
介
護
職
員

十
二
人
の
計
十
四
人
。
月
給

を
二
十
万
円
と
す
る
と
人

件
費
は
月
二
百
八
十
万
円
。

そ
の
他
維
持
管
理
に
給
食

費
や
介
護
用
品
代
、
水
道

高
熱
費
、
燃
料
代
、
事
務

費
、
修
繕
費
、
業
務
委
託

料
な
ど
が
か
か
る
が
、
県

外
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

実
例
だ
と
総
額
で
年
間
約

二
千
万
円
。
一
ヶ
月
だ
と

約
百
六
十
六
万
円
。
人
件

費
と
合
わ
せ
る
と
一
ヶ
月

の
経
費
は
約
四
百
六
万
円
。

収
入
予
測
が
約
六
百
万
円

だ
か
ら
、
一
ヶ
月
約
二
百
万

円
の
利
益
が
見
込
め
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　

問
わ
れ
る
厳
正
な「
加

算
制
度
」
の
運
用

　

収
入
を
増
や
す
手
は
ま

だ
あ
る
。「
森
友
学
園
」
問

題
で
槍
玉
に
上
げ
ら
れ
た

給
付
費
の
加
算
制
度
だ
。

森
友
学
園
は
加
算
制
度
を

悪
用
し
て
、「
専
門
栄
養
士
」

が
存
在
し
な
い
の
に
あ
た

か
も
配
置
し
て
い
る
か
の

ご
と
く
装
っ
て
給
付
費
を

不
正
受
給
し
て
い
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
加

算
メ
ニ
ュ
ー
は
、
▽
夜
間

支
援
体
制
加
算
▽
若
年
性

認
知
症
利
用
者
受
入
加
算

▽
看
取
り
介
護
加
算
▽
認

知
症
専
門
ケ
ア
加
算
▽
医

療
連
携
体
制
加
算
▽
退
居

時
相
談
援
助
加
算
な
ど
だ
。

　

様
々
な
「
オ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
」
で
公
金
が
投

入
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
。
本
当
に
利
用
者

の
プ
ラ
ス
に
な
る
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る

か
。
行
政
当
局
の
厳
正
な

チ
ェ
ッ
ク
が
不
可
欠
だ
。

間
移
管
し
た
。
移
管
に
際

し
、
健
祥
会
は
新
し
い
施

設
を
整
備
し
、
整
備
費
用

の
一
部
に
小
松
島
市
か
ら

の
補
助
金
を
充
て
た
。

　

補
助
金
交
付
に
際
し
、
小

松
島
市
は
既
存
の
補
助
金
要

綱
と
は
別
に
新
し
い
補
助
金

要
綱
を
作
成
し
た
。
目
的
は

補
助
金
額
の
増
額
だ
。
既
存

の
要
綱
で
は
補
助
金
額
の
上

限
が
五
千
万
円
だ
っ
た
。
新

し
い
要
綱
で
は
そ
の
上
限

が
無
く
な
り
、
健
祥
会
は

六
千
四
百
六
十
二
万
円
の
補

助
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。 

　

こ
の
新
し
い
補
助
金
要
綱

は
後
に
社
福
和
田
島
福
祉
会

も
活
用
し
て
い
る
が
、
補
助

金
を
増
額
さ
せ
る
た
め
に
既

存
の
要
綱
そ
の
も
の
を
新
し

く
す
る
行
政
の
社
福
優
遇
姿

勢
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

法
改
正
で
動
き
出
し

た
社
福
制
度
改
革

　

優
遇
制
度
と
政
・
官
・

業
の
癒
着
構
造
で
膨
脹
す

る
「
福
祉
利
権
」。
政
府
も

規
制
改
革
の
メ
ス
を
入
れ
、

厚
労
省
も
社
会
福
祉
法
を

一
部
改
正
し
、
今
年
四
月

か
ら
社
福
制
度
の
改
革
に

動
き
出
し
て
い
る
。

　

経
営
の
健
全
化
問
題
で
は
、

評
議
員
会
の
必
置
や
会
計
監

査
人
の
導
入
な
ど
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
強
化
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
透
明
性
の
あ
る
運
営

問
題
で
は
、
財
務
諸
表
や
役

員
報
酬
基
準
の
公
表
な
ど
情

報
公
開
を
促
し
て
い
る
。

　

批
判
の
強
い
内
部
留

保
に
つ
い
て
は
、
役
員

等
関
係
者
へ
の
特
別
な

利
益
供
与
の
禁
止
、
社

会
福
祉
事
業
や
公
益
事

業
の
新
規
実
施
・
拡
充

に
関
す
る
計
画
作
成
の

義
務
付
け
な
ど
、
内
部

留
保
の
明
確
化
と
社
会

還
元
を
求
め
て
い
る
。

　

よ
う
や
く
動
き
出
し
た

社
福
改
革
。
は
た
し
て
「
福

祉
利
権
」
の
闇
を
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

「
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
投
入

さ
れ
る
莫
大
な
公
的
資
金

が
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
充
実

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
制

度
改
革
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
も
ソ
フ

ト
事
業
も
「
飯
の
種
」、

福
祉
ビ
ジ
ネ
ス

設
利
権
」
と
「
福
祉

利
権
」
の
違
い
は
、

道
路
や
橋
、
建
物
の
建
設

な
ど
ハ
ー
ド
事
業
中
心
の

「
建
設
利
権
」
に
対
し
、「
福

祉
利
権
」
は
施
設
整
備
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

い
う
ハ
ー
ド
＆
ソ
フ
ト
事

業
で
莫
大
な
公
金
が
還
流

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

公
共
事
業
で
は
、
工
事

発
注
に
伴
い
公
金
が
建
設

業
者
に
流
れ
る
。
工
事
を

受
注
し
た
建
設
業
者
や「
日

本
道
路
建
設
業
協
会
」
な

ど
の
業
界
団
体
に
は
官
僚

が
天
下
り
、
政
治
家
に
は

個
人
寄
付
や
政
党
・
政
治

資
金
団
体
へ
の
献
金
と
い

う
形
で
金
が
回
っ
て
い
く
。

　

こ
の
政
・
官
・
業
の
利
権

構
造
は
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
も

同
じ
だ
が
、
工
事
請
負
時
の

「
一
回
こ
っ
き
り
」
の
建
設

業
界
に
対
し
、
ソ
フ
ト
事
業

を
行
う
福
祉
業
界
で
は
施

設
が
存
続
す
る
限
り
、
毎

年
介
護
保
険
か
ら
公
金
が

投
入
さ
れ
る
。
一
度
認
可

や
指
定
を
も
ら
え
ば
、
半

永
久
的
に
飯
の
種
に
な
る
。

こ
れ
が
「
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
最
大
の
旨
み
だ
。

　

県
内
介
護
事
業
者
に

支
払
わ
れ
る
給
付
費
は
、

年
間
約
七
百
億
円

　

施
設
を
整
備
し
、
入
居

者
や
利
用
者
を
確
保
す
れ

ば
、
安
定
収
入
が
毎
年
見

込
め
る
「
福
祉
ビ
ジ
ネ
ス
」。

介
護
保
険
の
給
付
費
、
自

治
体
か
ら
の
補
助
金
・
負

担
金
な
ど
投
入
さ
れ
る
公

的
資
金
も
莫
大
だ
。

　

徳
島
県
内
の
場
合
、
福
祉

事
業
者
に
市
町
村
か
ら
支
払

わ
れ
る
介
護
保
険
の
給
付
費

は
、
平
成
二
十
七
年
度
で

七
百
億
五
千
六
百
六
十
八
万

円
。
鳴
門
と
小
松
島
、
阿
南

三
市
の
一
般
会
計
当
初
予
算

を
合
わ
せ
た
規
模
だ
。

　

国
や
県
も
様
々
な
制
度

で
資
金
援
助
す
る
。
平
成

二
十
八
年
度
の
県
当
初
予
算

に
お
け
る
社
会
福
祉
費
と
児

童
福
祉
費
を
見
る
と
、
事
業

者
等
へ
の
補
助
金
・
負
担
金
・

交
付
金
が
四
百
九
十
八
億
九

千
六
百
四
十
九
万
円
、
委
託

料
が
八
億
一
千
二
百
五
十
五

万
円
に
な
っ
て
い
る
。

　

低
金
利
な
制
度
融
資
も

福
祉
事
業
者
の
「
錬
金
術
」

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
独
立
行
政
法
人
福
祉

医
療
機
構
の
福
祉
貸
付
事

業
。
社
会
福
祉
法
人
や
民

間
事
業
者
に
施
設
の
建
設

資
金
等
を
融
資
す
る
も
の
だ

が
、
徳
島
県
内
の
場
合
、  

平

成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十
七

年
度
ま
で
の
四
年
間
で

三
十
五
億
二
千
六
百
五
十
万

円
が
福
祉
事
業
者
に
貸
付
ら

れ
て
い
る
。

　

税
金
免
除
の
優
遇
措

置
で
内
部
留
保(

貯
金)

を
溜
め
続
け
る
社
福

　

介
護
給
付
費
や
負
担
金
、

補
助
金
、
制
度
融
資
等
収
入

面
で
公
的
資
金
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
福
祉
業
界
。
税
制

の
優
遇
措
置
な
ど
支
出
面
で

も
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
特
別

扱
い
を
受
け
て
い
る
。

　

例
え
ば
社
会
福
祉
法
人
。

法
人
税
や
事
業
税
、市
町
村
・

都
道
府
県
民
税
、
不
動
産
取

得
税
は
非
課
税
。
消
費
税
、

固
定
資
産
税
、
特
別
土
地
保

有
税
は
原
則
非
課
税
。
印
紙

税
は
一
部
非
課
税
だ
。

　

税
金
を
払
わ
な
く
て
い
い

か
ら
、
金
は
溜
ま
る
一
方

だ
。
県
内
で
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
二
十
六

の
社
会
福
祉
法
人(

県
所
管

が
十
八
法
人
、
厚
労
省
所
管

が
八
法
人)

の
平
成
二
十
六

年
度
の
内
部
留
保
の
総
額

は
約
五
百
五
億
円
。
平
成

二
十
四
年
度
の
総
額
が
約

三
百
九
十
一
億
円
だ
か
ら
、

二
年
間
で
約
百
十
四
億
円
も

内
部
留
保
が
増
え
て
い
る
。 

　

社
会
福
祉
法
人
は
本
来
、

非
営
利
の
公
益
的
法
人
。
そ

の
た
め
に
税
金
も
免
除
さ
れ

て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
非

営
利
法
人
が
多
額
の
金
を
溜

め
込
ん
で
い
る
現
状
は
や
は

り
本
末
転
倒
だ
。

　　

同
族
経
営
が
多
く
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
甘
い

社
福
、
相
次
ぐ
私
物
化

現
象

　

収
入
と
支
出
で
数
多
く
の

公
的
優
遇
措
置
を
受
け
、
内

部
留
保
を
蓄
積
す
る
社
会
福

祉
法
人(

社
福)

。
同
族
経

営
が
多
く
、
会
社
の
よ
う
に

株
主
が
い
な
い
。
運
営
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
理
事
会
も
、

理
事
に
理
事
長
の
親
族
や
利

害
関
係
者
が
就
任
す
る
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
で
な

い
。
理
事
長
や
理
事
ら
に
よ

る
社
福
の
私
物
化
現
象
が
相

次
ぐ
の
も
当
然
だ
。

　

私
物
化
の
主
な
パ
タ
ー
ン

は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
▼

理
事
長
の
親
族
ら
が
社
福
の

施
設
や
金
を
使
っ
た
り
、
親

族
企
業
に
仕
事
を
回
す
「
私

的
流
用
」
▼
介
護
報
酬
な
ど

を
水
増
し
し
て
請
求
す
る

「
不
正
請
求
」
▼
理
事
会
を

開
い
て
も
い
な
い
の
に
議
事

録
を
偽
造
す
る
「
理
事
会
の

形
骸
化
」
▼
職
員
や
取
引
業

者
を
選
挙
運
動
に
動
員
す
る

「
政
治
利
用
」。

　

具
体
的
な
私
物
化
事
例
は

数
多
い
。
今
年
三
月
に
は
、

大
阪
府
摂
津
市
の
社
福
「
桃

林
会
」
の
前
理
事
長
が
、
理

事
会
の
議
決
を
経
ず
に
金
融

機
関
か
ら
一
億
三
万
円
を
借

り
、
社
福
に
損
害
を
与
え
た

と
し
て
背
任
の
疑
い
で
刑
事

告
訴
さ
れ
た
。

　

鹿
児
島
市
で
は
、社
福「
陽

光
会
」
が
保
育
園
の
認
可
を

受
け
る
た
め
に
、
開
い
て
も

い
な
い
理
事
会
の
議
事
録
を

十
数
回
偽
造
し
、
市
に
提
出

し
て
い
た
。
市
は
改
善
勧
告

し
、
最
終
的
に
認
可
を
認
め

た
が
、
社
福
の
杜
撰
な
運
営

実
態
が
批
判
を
呼
ん
だ
。

　
「
政
治
利
用
」
で
は
徳
島
市

の
社
福「
健
祥
会
」が
有
名
だ
。

前
理
事
長
は
故
人
の
中
村
博

彦
元
参
院
議
員
。
現
職
時
代

の
平
成
二
十
四
年
十
一
月
、

日
本
維
新
の
会
代
表
代
行
の

橋
下
徹
氏
が
徳
島
市
内
で
街

頭
演
説
を
行
っ
た
際
、「
社
福

の
職
員
を
動
員
し
て
街
頭
演

説
告
知
の
チ
ラ
シ
を
配
布
さ

せ
た
」
と
し
て
、
自
民
党
県

連
か
ら
除
籍
を
提
起
さ
れ
る

騒
動
に
発
展
し
た
。

　

料
亭
や
高
級
ク
ラ
ブ

で
宴
会
、
不
適
正
支
出

が
指
摘
さ
れ
た
全
国
老

人
福
祉
施
設
協
議
会

　

金
が
溜
ま
り
、
使
途
の

チ
ェ
ッ
ク
が
甘
い
と
な
れ

ば
、当
然
の
流
れ
と
し
て「
散

財
」
に
走
る
。
典
型
例
が

公
益
社
団
法
人
「
全
国
老
人

福
祉
施
設
協
議
会(

全
老
施

協)

」
だ
。
特
養
な
ど
を
経

営
す
る
社
福
が
会
員
の
業
界

団
体
で
、
運
営
費
に
は
会
費

の
ほ
か
、
厚
労
省
の
補
助
金

が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
全
老
施
協
に
昨
年

十
一
月
、
公
益
法
人
を
監

督
す
る
公
益
認
定
等
委
員

会
の
立
入
り
検
査
が
入
り
、

平
成
二
十
五
年
頃
か
ら

会
議
費
の
名
目
で
総
額
約

三
千
三
百
万
円
が
高
級
ク

ラ
ブ
で
の
飲
食
等
に
使
わ

れ
て
い
る
不
適
正
支
出
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
な
支
出
事
例
が
、

元
会
長
の
故
・
中
村
博
彦
元

参
院
議
員
を
「
偲
ぶ
会
」。
平

成
二
十
六
年
七
月
に
東
京
・

赤
坂
の
料
亭
で
開
催
。
参
加

者
か
ら
は
計
十
二
万
円
を
会

費
と
し
て
集
め
た
が
、
十
四

人
分
の
飲
食
代
約
五
十
四
万

円
を
全
老
施
協
の
会
議
費
と

し
て
支
出
し
て
い
た
。
銀
座

の
ク
ラ
ブ
で
開
い
た
二
次
会

で
は
、
十
一
人
分
の
飲
食
代

五
十
五
万
円
を
会
議
費
と
し

て
支
払
っ
て
い
た
。

　

指
摘
さ
れ
た
不
適
正
支
出

問
題
に
対
し
、
全
老
施
協
は

第
三
者
組
織
を
設
け
て
調
査

を
行
い
、
今
年
二
月
に
公

益
認
定
等
委
員
会
に
結
果
を

報
告
し
た
。
だ
が
再
発
防
止

策
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、

委
員
会
か
ら
再
報
告
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
委
員
会

の
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
に
対

し
、
全
老
施
協
で
は
三
月

の
総
会
で
会
長
を
含
む
理

事
二
十
九
人
中
二
十
八
人

が
辞
意
を
表
明
し
、
一
部

の
理
事
は
損
害
賠
償
の
意

向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

　

連
鎖
続
く
政
・
官
・

業
の
癒
着
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
　　
「
忖
度
」
と
い
う
言
葉
が

注
目
を
集
め
た
森
友
学
園
問

題
の
よ
う
に
、
政
・
官
・
業

の
癒
着
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
後

を
絶
た
な
い
。

　

奈
良
県
田
原
本
町
で
は
、

前
副
町
長
が
今
年
二
月
、

収
賄
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。

保
育
所
の
補
助
金
に
関
す

る
要
綱
を
改
定
し
て
町
内

の
社
福
「
愛
知
会
」
へ
の
補

助
金
を
増
額
さ
せ
た
見
返
り

に
、
社
福
の
元
理
事
長
か
ら

借
り
て
い
た
借
金
の
一
部
の

返
済
を
免
除
し
て
も
ら
っ
た

と
い
う
も
の
だ
。

　

同
町
で
は
、
酒
気
帯
び
運

転
で
逮
捕
さ
れ
辞
職
し
た
前

町
長
も
、
町
議
会
の
百
条
委

員
会
で
社
福
「
愛
知
会
」
か

ら
食
事
会
や
温
泉
旅
行
の
接

待
を
数
回
受
け
た
こ
と
を
証

言
し
て
い
る
。

　

こ
の
保
育
所
へ
の
補
助
金

を
増
額
さ
せ
る
た
め
に
、
既

存
の
要
綱
を
改
定
す
る
と
い

う
行
政
対
応
は
小
松
島
市
で

も
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　

小
松
島
市
は
平
成
十
九
年

四
月
、
市
立
小
松
島
保
育
所

の
運
営
を
社
福
健
祥
会
に
民
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うみがめが涙する
　　　　美しい波の町

徳島県PTA連合会で、日本PTA全国協議会から支給された全国大会運営費の取り込み疑惑が浮上。広瀬局長は「余った470万円は返している」。

　

市
長
選
が
九
月
二
十
四
日
に

行
わ
れ
る
堺
市
。
現
職
の
竹
山

市
長
は
既
に
三
選
出
馬
を
表
明

し
て
い
る
が
、
対
立
す
る
大
阪

維
新
の
会
は
い
ま
だ
候
補
擁
立

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

竹
山
市
長
は
前
々
回
の
市

長
選
に
大
阪
維
新
の
会
の
推

薦
を
受
け
て
立
候
補
し
当
選

し
た
。
し
か
し
前
回
の
市
長

選
で
は
大
阪
都
構
想
を
掲
げ

る
大
阪
維
新
の
会
と
対
立
し

た
。
結
果
は
都
構
想
反
対
派

の
市
民
の
票
を
多
く
獲
得
し

た
竹
山
市
長
が
再
選
。
堺
市

は
大
阪
都
構
想
に
反
対
と
い

う
立
場
を
確
立
し
た
。

　

し
か
し
平
成
二
十
七
年
九

月
に
行
わ
れ
た
堺
市
議
選
挙

で
は
、
大
阪
維
新
の
会
推
薦

の
議
員
が
全
四
十
八
議
席
中

十
二
議
席
を
獲
得
し
て
最
大

派
閥
に
な
っ
た
。

　

大
阪
維
新
の
会
は
、
市
長

候
補
に
読
売
テ
レ
ビ
の
元
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
擁
立
す
る
と

い
う
話
も
あ
る
が
、
具
体
化

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

都
構
想
を
め
ぐ
り
、
関
係

が
悪
化
し
た
竹
山
市
長
と
最

大
会
派
の
大
阪
維
新
の
会
。

経
済
特
区
や
カ
ジ
ノ
構
想
な

ど
堺
市
の
抱
え
る
課
題
は
数

多
い
。
は
た
し
て
九
月
市
長

選
は
ど
ん
な
戦
い
の
構
図
に

な
る
の
だ
ろ
う
か
。

腹
の
探
り
合
い
？

　
　
　

思
惑
が
交
錯
す
る
堺
市
長
選
挙

 

国
各
地
で
「
多
選
知

事
」
批
判
の
烽
火
が

再
燃
し
て
い
る
。
茨
城
県

で
は
、
九
月
予
定
の
知
事

選
に
七
選
出
馬
を
表
明
し

た
橋
本
昌
知
事(

七
一)

に
対
し
、
自
民
党
が
推

薦
を
し
な
い
こ
と
を
決

め
、
元
経
産
省
官
僚
で
動

画
配
信
の
「
ド
ワ
ン
ゴ
」

役
員
の
大
井
川
和
彦
氏

(

五
三)

を
擁
立
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
七
月
の
知

事
選
に
元
加
西
市
長
の
中

川
暢
一
氏(

六
一)

や
コ

ラ
ム
ニ
ス
ト
の
勝
谷
誠
彦

氏(

五
三)

が
出
馬
表
明
。

五
選
を
め
ざ
す
井
戸
敏
三

知
事(

七
一)

の
前
に
立

ち
塞
が
っ
た
。

　

新
人
候
補
か
ら
相
次
い

で
挑
戦
状
を
叩
き
つ
け
ら

れ
る
「
多
選
知
事
」。
批

判
ポ
イ
ン
ト
は
共
通
し
て

い
る
。「
長
す
ぎ
る
」「
新

味
が
な
い
」「
実
績
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

多
選
の
弊
害
も
地
方
自

治
を
蝕
ん
で
い
る
。
知
事

に
権
力
が
集
中
し
、
人
事

の
偏
向
や
議
会
と
の
馴
れ

合
い
が
進
み
、
行
政
運
営

が
独
善
・
独
裁
的
に
な
る
。

失
政
の
責
任
追
及
な
ど

知
事
に
物
申
す
こ
と
が
タ

ブ
ー
に
な
り
、
い
か
に
権

力
の
座
に
し
が
み
つ
く
か

が
最
大
の
目
的
に
な
る
。

　

現
在
四
期
以
上
の
知
事

は
全
国
で
十
三
人
だ
。
六

期
が
石
川
の
谷
本
正
憲
、

茨
城
の
橋
本
昌
の
二
知
事
。

四
期
が
北
海
道
の
高
橋
は

る
み
、
青
森
の
三
村
申
吾
、

埼
玉
の
上
田
清
司
、
栃
木

の
福
田
富
一
、
福
井
の
西

川
一
誠
、
富
山
の
石
井
隆

一
、
岐
阜
の
古
田
肇
、
京

都
の
山
田
啓
二
、
兵
庫
の

井
戸
敏
三
、
徳
島
の
飯
泉

嘉
門
、
大
分
の
広
瀬
勝
貞

の
十
一
知
事
。

　

知
事
の
多
選
問
題
は

平
成
二
十
年
に
も
論
議

を
呼
ん
だ
。
全
国
の
知
事

や
市
長
な
ど
地
方
政
治
家

が
「
地
域
・
生
活
者
起
点

で
日
本
を
洗
濯(

選
択)

す
る
国
民
連
合(

せ
ん
た

く)

」
を
結
成
。「
地
方

せ
ん
た
く
八
策
」
と
い
う

政
策
骨
子
を
ま
と
め
、「
権

力
に
執
着
す
る
な
れ
あ
い

型
の
多
選
は
自
ら
の
意
思

で
排
除
す
る
こ
と
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

　

飯
泉
知
事
も
当
時
「
せ

ん
た
く
」
に
参
加
。
改
革

派
知
事
と
し
て
脚
光
を
浴

び
た
。そ
れ
か
ら
約
九
年
。

「
地
方
せ
ん
た
く
八
策
」

は
す
っ
か
り
色
褪
せ
、「
多

選
排
除
」
を
訴
え
た
改
革

派
知
事
ら
が
逆
に
多
選
批

判
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

　

飯
泉
知
事
は
現
在
四
期

目
半
ば
。
マ
ラ
ソ
ン
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
等
の
イ
ベ

ン
ト
行
政
、「
V
S
東
京
」

の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
で
徳
島

を
売
り
出
す
が
、
県
民
に

生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
さ

せ
る
実
績
は
少
な
い
。
地

方
創
生
を
掲
げ
る
が
、
人

口
は
毎
年
二
千
人
が
流
出

す
る
な
ど
減
る
一
方
。
約

八
割
の
企
業
は
赤
字
経
営

で
民
間
活
力
は
パ
ワ
ー
ダ

ウ
ン
。
人
口
減
少
が
止
ま

ら
な
い
市
町
村
は
消
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

　

多
選
の
弊
害
も
「
行
政

の
独
善
運
営
」
と
い
う
形

で
顕
在
化
し
て
い
る
。
背

伸
び
し
た
「
地
方
外
交
」

も
中
国
・
湖
南
で
痛
い
目

に
遭
っ
て
い
る
の
に
、
今

度
は
ド
イ
ツ
と
ま
っ
た
く

懲
り
て
い
な
い
。
人
事
も

懇
意
の
女
性
民
間
人
を
政

策
参
与
に
登
用
す
る
な
ど

や
り
た
い
放
題
だ
。

　

三
期
十
二
年
で
一
億
六
百

八
万
円
の
退
職
金
を
手

に
し
た
飯
泉
知
事
。
月

給
は
百
三
十
万
円(

現

在
は
二
十
五
％
カ
ッ

ト
の
九
十
七
万
五
千

円)

、
ボ
ー
ナ
ス
は
年
二

回
で
五
百
九
十
三
万
八
千

円
。
三
つ
あ
る
政
治
団
体

は
平
成
二
十
七
年
度
末
で

五
千
九
百
二
十
五
万
円
の
政

治
資
金
を
溜
め
込
ん
で
い
る
。

　

県
内
自
治
体
や
各
種

団
体
に
現
職
職
員
や

O
B
を
送
り
込
み
、
五

選
出
馬
を
虎
視
眈
々
と

窺
う
飯
泉
知
事
。
多
選
批

判
に
晒
さ
れ
て
い
る
先

輩
知
事
ら
の
姿
か
ら
ど

ん
な
教
訓
を
汲
み
取
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
「
X
眼
科
」。
パ
ン
フ
に
は
「
眼
科
」「
眼
精
疲
労
」。「
診
て
ほ
し
い
」
と
訪
れ
た
客
に
、「
先
生
に
聞
い
て
き
ま
す
」
と
奥
に
引
っ
込
ん
だ
職
員
が
「
う
ち
は
コ
ン
タ
ク
ト
専
門
で
す
。
診
察
で
き
ま
せ
ん
」。「
そ
れ
な
ら
店
の
前
に
告
知
し
て
お
け
」
と
客
が
ク
レ
ー
ム
。

 

名
存
在
す
る
県
教
育
委
員

は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
麻

痺
し
た
県
教
育
委
員
会
の
ぬ
る

ま
湯
体
質
を
一
喝
す
べ
き
だ
。

　

県
教
育
委
員
会
の
施
設
整
備

課
が
二
十
五
の
県
立
学
校
長
の

名
前
を
勝
手
に
使
っ
て
見
積
を

徴
収
、
業
者
を
随
意
契
約
で
決

め
て
い
た
防
災
備
蓄
品
の
購
入

問
題
。
官
製
談
合
や
会
計
規
則

違
反
、
公
文
書
の
偽
装
な
ど
が

問
わ
れ
て
い
る
が
、「(
官
製
談

合
か
ど
う
か
は)

何
と
も
言
え

な
い
」「
適
切
に
説
明
す
べ
き
」

と
い
う
公
取
委
や
総
務
省
の
指

摘
に
対
し
、
県
教
育
委
員
会
の

お
目
付
け
役
で
あ
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室
は

「
違
法
性
は
な
い
」

と
の
見
解
。
チ
ェ
ッ

ク
機
能
が
完
全
麻

痺
状
態
だ
。

　

今
回
の
随
契
問
題

は
、
施
設
整
備
課

か
ら
送
ら
れ
た
指

示
メ
ー
ル
に
カ
チ
ン

と
き
た
職
員
の
内
部

告
発
で
表
面
化
し
た
。

メ
ー
ル
の
内
容
は
「
学

校
長
の
名
前
で
す
で

に
業
者
か
ら
見
積
を

取
っ
て
落
札
業
者
を
決

め
ま
し
た
。
業
者
か
ら

届
い
た
見
積
書
な
ど
資

料
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
学
校
か
ら
落
札
業

者
に
電
話
し
て
備
品
を

購
入
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
も
の
だ
。

　

メ
ー
ル
を
受
け

取
っ
た
各
学
校
は
指

示
さ
れ
た
業
者
か
ら
、

指
示
さ
れ
た
金
額
で
、
指
示
さ

れ
た
備
品
を
購
入
し

た
。
そ
し
て
各
学
校
が

業
者
に
直
接
見
積
依

頼
し
た
よ
う
に
装
う

た
め
に
、
実
態
と
は
異

な
る
辻
褄
合
わ
せ
の

公
文
書
を
作
成
し
た
。

　

メ
ー
ル
の
文
面
か

ら
は
施
設
整
備
課
主

導
の
官
製
談
合
疑
惑

を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
メ
ー
ル
に

は
「
見
積
は
『
徳
島

防
災
株
式
会
社
』
に

御
願
い
し
、
他
に
『
徳

島
ポ
ン
プ
株
式
会
社
』

及
び
『
阿
波
消
衛
株

式
会
社
』
と
す
で
に

学
校
長
宛
の
三
社
の

見
積
書
を
用
意
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

徳
島
防
災
の
社
長

は
否
定
す
る
が
、
も

し
同
社
が
他
の
二
社
の
見
積

を
取
り
ま
と
め
て
い
た
な

ら
、「
談
合
」
で
あ
り
、
施

設
整
備
課
が
指
示
し
た
な
ら

「
官
製
談
合
」
だ
。

　

公
取
委
に
確
認
す
る
と
、

「
業
者
が
事
前
に
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
れ
ば
談
合
に
な

る
が
、
調
査
し
な
い
と
何
と

も
言
え
な
い
」、
総
務
省
行

政
課
は
「
一
般
競
争
を
逃
れ

る
た
め
意
図
的
に
発
注
を
分

割
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
思
わ

れ
な
い
よ
う
に
適
切
に
説
明

を
す
る
べ
き
で
は
あ
る
」
と

の
コ
メ
ン
ト
だ
。

　

と
こ
ろ
が
県
教
育
委
員
会
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室
は

「
事
務
負
担
軽
減
や
確
実
な
納

入
の
た
め
で
あ
る
の
で
、
違
法

性
は
な
い
と
い
う
の
が
本
室
の

判
断
だ
」
と
の
コ
メ
ン
ト
だ
。

　

学
校
長
の
権
限
を
無
視
し

た
施
設
整
備
課
の
会
計
規
則

違
反
や
学
校
現
場
の
公
文
書

偽
装
を
「
問
題
な
し
」
と
す

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進

室
。
教
育
委
員
は
推
進
室
担

当
者
に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
と
は
何
か
」
を
再
教
育
す

べ
き
だ
ろ
う
。

　

県
教
育
委
員
は
、
美
馬

持
仁
教
育
長
の
ほ
か
、
四

国
大
学
の
松
重
和
美
学
長
、

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ

p
l
u
s
の
坂
口
裕
昭
事

務
局
長
、
元
小
学
校
校
長
の

三
牧
千
鶴
子
氏
、
貞
光
食
糧

工
業(

株)

の
辻
貴
博
社
長
、

(

有)

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
藤
本

材
木
店
の
藤
本
宗
子
取
締
役

の
総
勢
六
人
。

　

県
教
育
委
員
会
の
会
務
を

総
理
し
同
委
員
会
を
代
表
す

る
教
育
委
員
。
法
令
違
反
に

自
浄
機
能
を
発
揮
で
き
な
い

担
当
職
員
ら
に
喝
を
入
れ
る

べ
き
だ
ろ
う
。
県
議
会
文
教

厚
生
委
員
会
も
チ
ェ
ッ
ク
の

目
を
光
ら
せ
る
べ
き
だ
。

飯
泉
知
事
の
総
務
省
先
輩
で
あ
る
兵
庫
県
知
事
。
七
月
知
事
選
に
五
選
出
馬
す
る
が
、
文
春
元
記
者
の
勝
谷
誠
彦
氏
も
出
馬
表
明
。
長
い
、
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
切
り
口
、
視
点
か
ら
や
っ
て
み
る
人
間
が
出
て
き
て
も
い
い

と
五
選
目
指
す
井
戸
知
事
の
多
選
批
判
。

　

収
入
の
大
半
を
公
的
資
金
に
依
存
し
、
内
部
留
保(

貯
金)

を
溜
め
続
け
る
社
会
福
祉
法
人(

社
福)

な
ど
の
福
祉
事
業
者
。
そ
の
急
成
長
の

背
景
に
は
、
行
政
の
優
遇
措
置
な
ど
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
対
応
し
た
政
策
投
資
が
あ
る
が
、
介
護
・
福
祉
業
界
に
還
流
す
る
莫
大
な
「
公
的

マ
ネ
ー
」
は
、政
・
官
・
業
が
絡
み
合
っ
た
複
合
的
な
利
権
構
造
を
産
み
出
し
て
い
る
。
色
褪
せ
た
「
建
設
利
権
」
に
取
っ
て
代
わ
る
「
福
祉
利
権
」。

内
閣
府
主
導
の
規
制
改
革
や
制
度
改
革
は
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
ば
か
り
。
公
的
資
金
に
政
・
官
・
業
が
群
が
る
「
福
祉
利
権
」
の
闇
は
深
い
。

阿
波
の
す
っ
ぽ
ん
政
治
家

　
　

三
木
武
夫 

そ
の
（
六
）

　

昭
和
二
十
一
年
四
月
、
第

二
十
二
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
三
木
は
再

選
を
果
た
し
た
が
、
当
選
の

背
景
に
は
妻
・
睦
子
の
叱
咤

激
励
が
あ
っ
た
。

　

終
戦
直
後
、
満
身
創
痍

の
三
木
は
「
も
う
議
員
な

ど
は
辞
め
て
食
糧
品
店
で

も
や
る
か
」
と
妻
に
言
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
時
妻
の
睦
子
に
「
必

ず
必
要
と
さ
れ
る
時
が
く
る

か
ら
」
と
議
員
辞
職
を
反
対

さ
れ
、
三
木
は
気
を
取
り
直

し
て
出
馬
、
再
選
し
た
。
そ

れ
が
こ
の
昭
和
二
十
一
年
四

月
の
総
選
挙
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
三
木
に
G
H
Q
か

ら
呼
び
出
し
が
か
か
っ
た
。

相
手
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
占
領

軍
最
高
司
令
官
だ
っ
た
。
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
三
木
に
総
理
大

臣
に
な
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

こ
の
時
、
首
を
縦
に
振
れ

ば
最
年
少
総
理
大
臣
三
木
武

夫
が
誕
生
し
て
い
た
。

　

だ
が
三
木
は
こ
の
要
請
を

二
度
に
わ
た
り
拒
否
し
た
。 

　
「
貴
国
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

が
あ
る
よ
う
に
、
我
国
に

は
憲
政
の
常
道
が
あ
る
。

誰
か
が
無
理
や
り
力
で
抑

え
つ
け
る
な
ど
と
い
う
伝

統
は
日
本
に
は
な
い
」。

　

ア
メ
リ
カ
の
傀
儡
政
府

の
頭
目
に
な
る
こ
と
を
三

木
は
き
っ
ぱ
り
と
拒
否
し

た
の
だ
。
何
よ
り
三
木
は

頭
ご
な
し
に
強
要
さ
れ
る

こ
と
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。 

　

三
木
に
断
ら
れ
た

G
H
Q
は
、
第
二
候
補
と

し
て
吉
田
茂
に
近
づ
き
、
吉

田
内
閣
が
誕
生
し
た
。

　

こ
の
頃
の
三
木
は
、
相
変
わ

ら
ず
の
野
党
、
非
主
流
派
の
政

治
家
で
あ
っ
た
。　

(

つ
づ
く)

▲小松島市が既存の補助金要綱を改定して補助金を増額し
た健祥会認定こども園。約 3億 7,300 万円の施設整備費
のうち、約 1億 7,300 万円に公的資金が充当されている。

◀
多
選
の
弊
害
が
目
に
付
く

飯
泉
知
事
。

▲美馬教育長ら教
育委員は何をして
いるのか。

「
建

中村太一・健祥会理事長

社

全

六
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